
 

商とあまりの関係を確認しておこう。 

（割られる数）÷（割る数）＝（商）…（余り） 

なので 

（割られる数）＝（割る数）×（商）＋（余り） 

である。 

Ｂを７で割ったときの商をＰとすると、余りが２なので、 

 Ｂ＝７Ｐ＋２     Ｐは整数 

ＡをＢで割ると、商が 9 で、余りが１なので 

  Ａ＝９Ｂ＋１ 

Ｂの式を入れると 

  Ａ＝９（７Ｐ＋２）＋１ 

  Ａ＝６３Ｐ＋１８＋１ 

  Ａ＝７×（９Ｐ＋２）＋５ 

したがって 

  Ａ÷７＝（９Ｐ＋２）…５ 

余りは５である。 

                   答え ５  

◆問題 

二つ正の整数Ａ、Ｂがあり、ＡをＢで割ると、商が9で、余りが１である。 

また、Ｂを７で割ると、余りが２である。 

Ａを７で割ったときの余りを求めなさい。 


